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Excel を使ってさらなる自動化。RPA 時代にも通じる働き方改革。 

『ゴールも手段も自分で決める！バックオフィス問題解決マニュアル』発行 

技術の泉シリーズ、12 月の新刊 

 
 インプレスグループで電子出版事業を手がける株式会社インプレス R&D は、『ゴールも手段も自分で決める！バ

ックオフィス問題解決マニュアル』（著者：花房 なゆた、山川 信之）を発行いたします。 

 最新の知見を発信する『技術の泉シリーズ』は、「技術書典」や「技術書同人誌博覧会」をはじめとした各種即売会

や、勉強会・LT 会などで頒布された技術同人誌を底本とした商業書籍を刊行し、技術同人誌の普及と発展に貢献す

ることを目指します。 

 
『ゴールも手段も自分で決める！バックオフィス問題解決マニュアル』 
https://nextpublishing.jp/isbn/9784844378204 

 
著者：花房 なゆた、山川 信之  
小売希望価格：電子書籍版 1600 円（税別）／印刷書籍版 1800 円（税別） 
電子書籍版フォーマット:EPUB3／Kindle Format8 
印刷書籍版仕様：B5 判／カラー／本文92 ページ 
ISBN：978-4-8443-7820-4 
発行：インプレス R&D 

 

＜＜発行主旨・内容紹介＞＞ 

 従来よりバックオフィス支援ツールには、業務視点の不足から導入コスト・運用管理の問題がありました。そして現

在、RPA ツールでも同様の事態が起こり始めています。 

 本書では、総合職や管理職の方が RPA・AI 時代にも通用する業務改善を Excel ベースで学び、実践することがで

きます。ITIL と呼ばれるマネジメントの知識や業務改善のノウハウを学びながら、Excel でかんたんにツールづくりの

わざを身に着けましょう。 

（本書は、次世代出版メソッド「NextPublishing」を使用し、出版されています。） 



ケーススタディを基にバックオフィスに必要なリテラシーを学ぶ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いわゆる「Excel 方眼紙」が業務で使われている場合を取り上げて改善を提案  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



汎用的な業務をアドインとして組み込む方法を解説  
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＜＜著者紹介＞＞ 

花房 なゆた 

業務改善と市場調査を軸とした、領域横断的な問題解決が専門。金融系バックオフィスでは、Excel・Aceess VBA とマ

ネジメントの知識を活かし、EUC 開発を主導。医療機関・社交飲食店では、プロモーションや情報システムに関わる

など、活動は多岐にわたる。勉強会・イベント運営にも力を入れており、異業種・異分野における知見導入、専門的

な知識・技能の一般への周知を推進している。 

 

山川 信之 

業務改善、内部統制、IT コンサルティングを経て、業務とデータ分析に関する知見を蓄積。2016 年よりデータサイエ

ンティスト職に従事。Excel 歴は 20 年。好きな関数は INDIRECT 

 

＜＜販売ストア＞＞ 

電子書籍： 

 Amazon Kindle ストア、楽天kobo イーブックストア、Apple Books、紀伊國屋書店 Kinoppy、Google Play Store、 
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※	 各ストアでの販売は準備が整いしだい開始されます。 

※	 全国の一般書店からもご注文いただけます。 

 

【インプレス R&D】 https://nextpublishing.jp/ 

株式会社インプレスR&D（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：井芹昌信）は、デジタルファーストの次世代型電

子出版プラットフォーム「NextPublishing」を運営する企業です。また自らも、NextPublishing を使った「インターネット白

書」の出版など IT 関連メディア事業を展開しています。 

※NextPublishing は、インプレス R&D が開発した電子出版プラットフォーム（またはメソッド）の名称です。電子書籍と

印刷書籍の同時制作、プリント・オンデマンド（POD）による品切れ解消などの伝統的出版の課題を解決しています。

これにより、伝統的出版では経済的に困難な多品種少部数の出版を可能にし、優秀な個人や組織が持つ多様な知

の流通を目指しています。 

 

【インプレスグループ】 https://www.impressholdings.com/ 

株式会社インプレスホールディングス（本社：東京都千代田区、代表取締役：唐島夏生、証券コード：東証1 部9479）

を持株会社とするメディアグループ。「IT」「音楽」「デザイン」「山岳・自然」「旅・鉄道」「学術・理工学」を主要テーマに

専門性の高いメデイア&サービスおよびソリューション事業を展開しています。さらに、コンテンツビジネスのプラット

フォーム開発・運営も手がけています。 
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